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令和７年度福島県立高等学校入学者選抜における選抜方法 

【調査票】  

学校番号  学 校 名  課   程  

１４  福島県立本宮高等学校  全日制  

 

アドミッション・ポリシー  

本宮高等学校では、次のような生徒を求めています。  

①  何事にも真摯に取り組める生徒を募集します。  

②  互いに助け合い、友情を結び協調し合える生徒を募集します。  

③  自他の生命を尊重し、健全な心身をつくることができる生徒を募集します。  

④  心身を鍛え自己の能力を伸ばし、目標の実現を目指そうとする強い意志を持つ生徒を募集します。  

⑤  目標の実現に向けて、様々な人々と協働しながら果敢に挑戦し、自分たちの活動の活性化に貢献できる生徒を募集します。  

 

【前期選抜】 

特色選抜 

大学科  

小学科  

募 集  

定員枠  
志願してほしい生徒像  

普通科  

 

 

 

 

 

 

情報会計科  

 

50％  

程度  

 

 

 

 

 

50％  

程度  

 

本校は、普通科及び情報会計科の２学科において、「自らの人生を切り拓く力とよりよい社会を創る力を持った人間の育成」を目標とし、生

徒一人ひとりの能力を伸ばし、地域を支える人材を育成する教育を行っている。 

本校の特色選抜では、学科の特性を十分理解したうえで、他者と協働しながら目標の実現に向けて、果敢に挑戦する意志を持った、以下の

ような生徒を求めている。 

 

部活動や地域における諸活動を通して、心身を鍛え自分の能力を伸ばし、目標の実現を目指すことができる次の①と②の両方に該当する者。 

 

①中学校時代に部活動、生徒会活動、地域における諸活動等において、積極的に取り組んだ経験もしくは顕著な実績や体験を有する者で、本

校入学後もその活動もしくはその活動の実績を活かして新たに取り組もうとする活動に、継続して取り組む意志のある者。 

②学習との両立を図りながら、部活動、生徒会活動、地域における諸活動等を３年間継続する強い意志を持ち、他者と協働しながら本校及び

地域の活性化に貢献し、活動の成果を明らかにできる者。 
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選  抜  資  料  

学 力 検 査  特色選抜志願理由書  調 査 書  特 色 面 接  
特 色  

検 査  
選抜資料の満点  備 考  

５教科とする。 

２５０点満点

とする。  

本校及び当該学科

への志望動機、将来に

ついての考え、高校生

活で特に取り組みた

い活動、自己ＰＲ等に

ついて本人が記入す

る。  

「各教科の学習の記録」は傾斜配点を実施し、

音楽、美術、保健体育、技術・家庭の教科の評

定を３倍することとし、２５５点満点とする。

「特別活動等の記録」と「長所・特技等の記録」

は、部活動や地域クラブ活動等の実績や取り組

み内容などを総合的に判断し９５点満点とし

て、合計３５０点満点とする。  

 個人面接を実施し、本校

で学ぶ意欲や適性を見る。 

 

面接については点数化し、

１５０点満点とする。  

実施しない。  全体の満点は、

７５０点とする。 

 

 

一般選抜 

大学科  

小学科  

募集  

定員  

選  抜  資  料  学力検査と調査書

の成績の比重  
備 考  

学 力 検 査  調 査 書  一 般 面 接  

 

 

普通科  
（40）  

５教科とする。 

２５０点満点とする。 

「各教科の学習の記録」は１９５点満点と

し、「特別活動等の記録」と「長所・特技等の

記録」は、部活動や地域クラブ活動等の実績

や取り組み内容などを総合的に判断し５５点

満点として、合計２５０点満点とする。 

集団面接を実施する。  

ただし、特色選抜と併願の

場合は、特色面接の結果を採

用する。  

面接は段階評価とする。 

同等とする。   

 

 

情報会計科  
（40）  

 

【後期選抜】 

大学科  

小学科  

選  抜  資  料  
備 考  

調  査  書  面    接  小論文（又は作文）  

 

普通科  

 

情報会計科  

「各教科の学習の記録」は１３５点満点とし、「特別活

動等の記録」と「長所・特技等の記録」は、部活動や地域

クラブ活動等の実績や取り組み内容などを総合的に判断

し５５点満点として、合計１９０点満点とする。 

個人面接を実施する。 

 面接については、段階評価とす

る。 

作文を実施する。 

 あるテーマについて、６００字以内で、

自分の思いや感想を述べる作文とする。 

作文については、段階評価とする。 

 

 


